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Book Review

『播磨 城主たちの事件簿』

（神戸新聞総合出版センター）

播磨は山陽道の要衝、豊かな国です。
清盛や秀吉もここを領有し、重要な財政基
盤としました。また、室町時代には、応仁
の乱の主役である赤松・山名氏がこの国を
めぐって争っています。
室町時代から幕末までの間に播磨を治め
た大名たちについて、それぞれの専門家が
播磨学研究所の公開講座において語った
講演集が本書です。取り上げられた大名
は、赤松・木下・黒田・池田・浅野・榊原・
越前松平・酒井の八氏九人です。
桜田門外の変で暗殺された井伊直弼の
あとを継ぐ最後の大老となり、幕末期の動
乱収拾に努めたのが第十代姫路藩主酒井
忠績。この殿様は下馬将軍と称された大老
酒井忠清の実弟筋にあたるということなどあ
まり知られていない情報が盛り沢山です。
それにしても江戸時代における大名の国
替えの多さには驚かされます。殿様といって

も将軍の前ではしょ
せん宮仕えの身
か、と哀しさも感じ
ます。「越後騒動」
と呼ばれる一族の
トラブルをうまく収められなかった松平直矩な
どは、就任間もない将軍綱吉の再裁定に
よって責任をとらされて、閉門。改易にはな
らなかったものの、その後三度も転封。それ
以前にも姫路と越後村上間を往復していて、
「引越し大名」と呼ばれたといいます。
一方で「ゆかたまつり」のはじまるきっかけ

を作ったとされる榊原政岑は、五千石の旗
本の三男坊から跡継ぎに、さらに本家の養
子すなわち姫路藩主となります。大金を積ん
で新吉原の十代目高尾太夫を身請けしたと
は、いかにもお気楽な三男坊。結局は吉宗
を怒らせて隠居のうえ蟄居。いつの世も同
じ、という思いを強くします。
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